
様式１ 

就職指導の改善に関する研究計画書 

学 校 名 北海道大樹高等学校  就職支援教員名 門屋 祐二 

１ 研究課題への取組概要 

(1)  就職後３年以内の早期離職の改善に向けた取組 

・卒業生就職先やインターンシップ受入事業所等への企業訪問の機会拡充 

新型コロナによる高卒求人への影響が心配されることから、教育局ＣＰＳＶと

連携し、企業訪問を計画的に実施し、管内高校への情報提供も行う。 

・企業、教育局ＣＰＳＶと連携した早期離職を防ぐ好事例の収集 

  上記企業訪問の際、早期離職を防ぐ好事例の情報収集に努める。 

(2)  就職未内定のまま卒業した生徒に対する支援について 

・特別な支援を要する生徒への対応を含めた、進路希望に応じた一層の求人開拓 

  本校がこれまで取り組んできた特別支援教育、通級指導等と関連させた進路指 

 導の充実を図る。 

・公共職業安定所や教育局ＣＰＳＶと連携した状況把握と生徒への情報提供の実施 

(3)  進路希望を設定できずに卒業した生徒に対する支援について 

・職業観の育成等について、企業等から集中して学ぶ機会の拡充 

・保護者の意識向上を図る、企業等の協力を得た「保護者向け職業講話」の実施 

(4)  その他 

・キャリア教育の一層の充実 

  地域と連携したキャリア学習である「大樹学」を通した「職業観」や「進路意識 

の高揚」を図ることで就職支援につなげていく。 

 また、「キャリア・パスポート」の充実のため、これまでの「キャリアノート」 

の改善・充実を図るとともに、近隣校と連携した教材開発を進める。 

(5)  上記(1)～(4)に係る成果の普及について 

・同様の課題を有する学校対象とした情報提供の実施 

・ホームページ等を活用した事業成果の公表とメディアへの情報提供 

 

２ 年間計画 

４月 局打合せ・年間内容検討 10 月 キャリア教育内容の検討 

５月 事業所研究・訪問 11 月 キャリア教育内容の検討 

６月 事業所研究・訪問 12 月 キャリア教育内容の検討 

７月 事業所研究・訪問 １月 事業所研究・訪問 

８月 求職活動支援 ２月 研究成果のまとめ 

９月 求職活動支援 ３月 研究成果のまとめ 
 

 


